
し
ょ
う
せ
い 

ごうしょうしんぺい みなと さきがけ  

ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

神
戸
と
コ
ー
ヒ
ー 

 

 

コ
ー
ヒ
ー
は
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人

を
通
じ
て
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
ご
く
限

ら
れ
た
人
々
の
飲
み
物
で
し
た
。
正
式
な

輸
入
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
が
、

神
戸
で
は
、
開
港
後
、
居
留
地
の
外
国
人

に
よ
っ
て
早
く
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

神
戸
で
最
初
に
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
た

の
は
、
元
町
三
丁
目
の
茶
商
「
放
香
堂
」

で
す
。
放
香
堂
は
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
開
業
で
主
に
宇
治
茶
の
販
売
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
よ
り
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
も
始
め

ま
し
た
。
同
年
十
二
月
二
十
六
日
付
の
読

売
新
聞
に
、
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
「
焦
製
飲
料
コ
フ
ィ
ー 

弊
店
に

て
御
飲
用
或
ハ
粉
に
て
御
求
共
に
御
自

由
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

用
と
粉
で
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

日
本
で
初
め
て
の
喫
茶
店
は
、
明
治
二

十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
開
店
し
た
東
京

の
「
可
否
茶
館
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
聞
広
告
に
あ
る
よ
う
に
放
香
堂
の
店
頭

で
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
よ
り
十
年
も
前
に
、
日
本
初
の
喫
茶
店

が
神
戸
に
誕
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

『豪商神兵 湊の魁』より「放香堂」の店頭の様子 

「宇治製銘茶」と「印度産加琲」の看板が掲げられている 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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ち

う

ね 

は

こ

ぎ

せ

ん

ね

ん

や 

み

な

と 

せ
き
ど
よ
し
つ
ぐ 

ら
つ
わ
ん 

い 

神
戸
・
阪
神
「
名
所
」
の
旅
―
江
戸
時
代

の
絵
図
と
歩
く 

大
国
正
美
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
『
摂
津
名
所

図
会
』
な
ど
の
挿
画
の
う
ち
、
神
戸
・

阪
神
間
を
対
象
に
当
時
の
風
景
や
人
々

の
暮
ら
し
を
描
い
た
も
の
を
読
み
解
い

て
い
る
。
挿
画
は
描
か
れ
た
主
題
に

よ
っ
て
街
道
と
景
観
・
史
蹟
と
旧
跡
・

社
寺
・
な
り
わ
い
と
娯
楽
と
い
っ
た
章

に
分
け
ら
れ
、
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
神
戸
市
内
で

は
、
有
馬
温
泉
を
筆
頭
に
、
布
引
の
滝
、

箱
木
千
年
家
な
ど
有
名
な
観
光
地
や
、

生
田
神
社
、
須
磨
寺
と
い
っ
た
社
寺
も

多
数
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
巻
頭
に

は
地
図
が
載
っ
て
い
て
、
現
在
の
風
景

と
見
比
べ
て
み
る
の
も
楽
し
い
。 

 

           

開
港
と
近
代
化
す
る
神
戸 

神
戸
外
国
人

居
留
地
研
究
会
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
） 

「
神
戸
外
国
人
居
留
地
研
究
会
」
が

設
立
二
十
年
の
節
目
に
開
港
一
五
〇
年

を
記
念
し
て
、
神
戸
の
歴
史
を
彩
っ
た

事
象
の
研
究
・
調
査
を
ま
と
め
た
一
冊
。 

Ｊ
・
Ｗ
・
ハ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る

居
留
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
外
国
人
、
神

田
孝
平
や
金
子
直
吉
ら
日
本
人
の
活
動
、

か
つ
て
神
戸
に
あ
っ
た
オ
リ
ー
ブ
園
な

ど
そ
の
研
究
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
。

十
二
編
の
論
文
と
六
編
の
エ
ッ
セ
イ
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
神
戸
の
歴
史
に
新
し

い
光
を
当
て
る
。 

 

神
戸
市
史
紀
要
「
神
戸
の
歴
史
」
第
26
号 

神
戸
市
（
文
書
館
）
編
集
・
発
行 

昭
和
十
五
年
、
杉
原
千
畝
ビ
ザ
に
よ

り
迫
害
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
多

く
が
神
戸
に
滞
在
し
た
。
僅
か
に
残
る

文
書
や
市
民
提
供
の
写
真
・
証
言
か
ら

彼
ら
の
足
跡
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。 

他
に
、
ロ
シ
ア
革
命
で
避
難
し
た
子

供
達
を
救
っ
た
勝
田
銀
次
郎
と
陽
明
丸
、

ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難

者
支
援
な
ど
神
戸
と
難
民
を
テ
ー
マ
と

し
た
論
文
を
収
録
。
窮
状
に
あ
る
外
国

人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
き
た
神
戸
の

人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

港
都
神
戸
を
造
っ
た
男
―
《
怪
商
》
関
戸

由
義
の
生
涯 

松
田
裕
之
（
風
詠
社
） 

黎
明
期
の
神
戸
に
彗
星
の
ご
と
く
現

れ
、
貿
易
行
政
や
市
街
造
成
に
辣
腕
を

振
る
っ
た
関
戸
由
義
。
栄
町
通
の
整
備

事
業
を
行
い
都
市
整
備
の
先
覚
と
言
わ

れ
な
が
ら
、
彼
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
る

こ
と
も
少
な
く
、
実
像
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
た
。 

著
者
は
史
料
を
丹
念
に
辿
り
、
そ
の

半
生
を
描
き
出
す
。
激
動
の
時
代
に
、

開
港
場
と
な
っ
た
神
戸
を
舞
台
に
、
自

身
の
才
覚
を
頼
み
に
生
き
抜
い
た
、
一

人
の
男
の
物
語
で
あ
る
。 

 神
戸
っ
子
の
応
接
間
―
川
瀬
喜
代
子
と
神

戸
に
し
む
ら
珈
琲
店 

日
野
嗣
士
（
ア
ー

ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
） 

昭
和
二
十
三
年
、
わ
ず
か
六
席
の
喫

茶
店
が
神
戸
の
中
山
手
に
誕
生
し
た
。

こ
の
地
で
味
と
接
客
を
追
求
し
続
け
た

川
瀬
氏
の
足
跡
を
辿
る
。
彼
女
は
酒
用

の
宮
水
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
人
々
の

舌
を
う
な
ら
せ
、
従
業
員
と
共
に
実
践

し
た
「
大
切
な
人
を
自
宅
に
お
招
き
し

た
お
も
て
な
し
」
で
人
々
を
魅
了
し
た
。 

神
戸
は
お
ろ
か
全
国
に
ま
で
フ
ァ
ン

を
持
つ
店
に
な
る
源
は
、
彼
女
自
身
が

大
切
に
思
う
も
の
を
守
り
続
け
た
か
ら
。

そ
の
真
摯
な
半
生
を
描
き
だ
す
一
冊
。 

            

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
西
区
こ
ん
な
ま
ち 

大
海
一
雄

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

か
つ
て
旧
明
石
郡
に
属
し
、
昭
和
五

十
七
年
に
垂
水
区
か
ら
分
離
し
て
誕
生

し
た
西
区
。
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
歴
史

が
な
い
の
で
面
白
く
な
い
」
と
言
わ
れ

た
の
を
機
に
、
著
者
は
西
神
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
歴
史
研
究
会
を
始
め
る
。
本
書

で
は
、
西
区
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い

垂
水
区
、
須
磨
区
、
隣
接
の
明
石
、
三

木
に
も
範
囲
を
広
げ
、
西
区
の
空
白
の

歴
史
の
断
片
を
拾
い
集
め
た
。
太
古
の

昔
か
ら
昭
和
後
期
ま
で
の
通
史
、
社
寺
、

ゆ
か
り
の
人
物
が
ま
と
め
ら
れ
、
西
区

の
調
べ
物
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
。

「
『
は
ぜ
谷
』
か
『
は
せ
谷
』
か
」
や

「
地
下
鉄
に
快
速
が
あ
っ
た
」
な
ど
気

に
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
盛
り
沢
山
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200207675&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200513284&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200208973&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200517532&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212724&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200527968&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212865&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200527063&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212376&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200517367&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212486&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200522582&type=CtlgBook
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マーシャルの築港計画図

『神戸市史別録二 付図』 

屋
根
を
か
け
る
人 

門
井
慶
喜
（
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
） 

建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
。
明
治
終

わ
り
か
ら
大
正
、
昭
和
の
激
動
の
時
代

を
生
き
た
彼
の
生
涯
を
描
く
小
説
。 

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
明
治
三
十
八
年
、

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
目
的
に
、
近
江
八

幡
の
商
業
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
来

日
。
後
に
建
築
家
と
し
て
成
功
す
る
一

方
、
家
庭
医
薬
品
で
馴
染
み
の
あ
る
メ

ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
近
江
兄
弟
社
を
設
立

し
て
「
青
い
目
の
近
江
商
人
」
と
も
呼

ば
れ
た
。 

 

彼
の
建
築
物
は
全
国
に
及
び
、
神
戸

の
旧
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
現
フ
ロ
イ
ン
ド

リ
ー
ブ
本
社
）
な
ど
、
今
も
暮
ら
し
の

中
で
生
き
続
け
て
い
る
。
信
仰
者
と
し

て
人
々
の
幸
せ
を
願
い
続
け
た
彼
の
思

い
と
と
も
に
。 

          

旧
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
邸
物
語 

森
本
ア
リ

（
ぴ
あ
関
西
支
社
） 

神
戸
市
垂
水
区
の
海
沿
い
に
あ
る
小

さ
な
町
、
塩
屋
。
こ
の
町
の
旧
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
邸
の
管
理
人
が
紹
介
す
る
本

書
に
は
、
塩
屋
の
町
の
魅
力
、
古
い
建

物
と
音
楽
へ
の
愛
情
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

町
が
も
つ
特
徴
を
他
に
は
な
い
魅
力
と

捉
え
、
活
か
そ
う
と
考
え
る
著
者
が
行

う
、
町
全
体
を
巻
き
込
ん
で
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
は
興
味
深
い
。
建
築
家
の
島

田
陽
氏
、
音
楽
家
の
二
階
堂
和
美
氏
と

の
対
談
も
読
み
応
え
が
あ
る
。
ふ
ら
り

と
塩
屋
を
訪
ね
て
み
た
く
な
る
。 

 

チ
ー
ズ
・
イ
ン
・
コ
ー
ベ 

最
果
タ
ヒ

（
Ｓ
ｕ
ｎ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
） 

あ
る
街
の
匂
い
に
触
れ
る
写
真
文
芸

叢
書
「
マ
チ
ビ
ト
」
の
第
一
弾
。
神
戸

出
身
の
詩
人
・
小
説
家
で
あ
る
著
者
の

短
編
小
説
を
写
真
家
の
松
本
直
也
が
切

り
取
っ
た
神
戸
の
日
常
風
景
が
彩
る
。 

神
戸
か
ら
上
京
し
て
き
た
ユ
キ
と
、

顔
は
か
わ
い
い
が
性
格
の
悪
い
東
京
生

ま
れ
の
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
。
大
学
の
入
学
式

で
の
縁
の
ま
ま
、
な
ん
と
な
く
友
達
で

い
る
二
人
だ
が
、
盆
の
帰
省
に
つ
い
て

行
き
た
い
と
言
い
出
し
た
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

に
ユ
キ
は
複
雑
な
思
い
を
抱
く
。
本
の

後
半
に
英
訳
版
あ
り
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

鈴
木
商
店
と
台
湾
―
樟
脳
・
砂
糖
を
め
ぐ

る
人
と
事
業 

齋
藤
尚
文
（
晃
洋
書
房
） 

初
期
「
Ｖ
ｉ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
」
復
刻
版
第
一
巻

～
第
三
巻
（
三
人
社
） 

                        

22
歳
が
見
た
、
聞
い
た
、
考
え
た
「
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
」
と
「
居
住
の
権
利
」
―
借

上
復
興
住
宅
・
問
題 

市
川
英
恵
（
ク
リ

エ
イ
ツ
か
も
が
わ
） 

は
じ
め
ま
し
て
カ
バ
で
す
―
川
上
博
司
追

悼
集
（
川
上
す
み
子
） 

         

Ｊ・マーシャル  John  Marshall 

 

J.マーシャルは、イギリス南東部出身で、明治３年

（1870）横浜に来航、オーストラリアで港長を務めた

経歴を買われ、明治４年（1871）に神戸港の初代港長

として、兵庫県に雇用されました。 

雇用後、港内の測量・調査と港則の立案を依頼され

たマーシャルは、港の潮流等を測量し、明治６年

（1873）10月に築港計画案を兵庫県に提出しました。

この案は、県令神田孝平から大蔵省に提出されました

が、承認にはいたりませんでした。しかしながら、彼

の築港計画が神戸港近代化の口火となり、後の築港工

事の原案として重要な役割を果たしています。 

また、マーシャルは、船舶の安全な航行に気象観測

の必要性を理解し、気象観測器をイギリスから購入し

て、明治8年（1875）から海岸通の港務所において、

毎朝９時に気圧、気温、風位、風力、天候を観測して

記録におさめています。 

神戸港最初の港則を取り決め、気象観測の礎を築い

たマーシャルは、なくなるまで神戸港務局顧問として

働き続け、神戸港の安全が守られることを最後まで

願っていました。 

天保4年（1833）～ 明治20年（1887） 

神戸  その⑩ 
あんな人こんな人 

の築港計画が神戸港近代化の口火となり、後の築港工事の原案として重要な役割

を果たしました。また、マーシャルは船舶の安全な航行に気象観測の必要性を理

解し、気象観測器をイギリスから購入し、明治８年（1875）から海岸通の港務所

において、毎朝９時に気圧、気温、風位、風力、天候を観測し記録におさめまし

た。これは神戸の気象観測の礎を築くものとなりました。 

1876年（明治９年）に神戸港長の職を辞し、その後亡くなるまで神戸港務局顧

問として働き続けたマーシャルは、神戸港の安全が守られることを最後まで願っ

ていました。 
参考：『外国人居留地と神戸』田井玲子（神戸新聞総合出版センター2013）

『神戸開港三十年史』（開港三十年記念会1898）他 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200209766&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200515633&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212849&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200524698&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212843&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200521604&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212952&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200527681&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200213175&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200525817&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200209713&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200520888&type=CtlgBook
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や
ぐ
ら 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
86 

 
十
八
番
の
シ
ム 

 

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
ラ
ム
ネ
。
か
つ
て

十
八
番
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。 

ラ
ム
ネ
が
日
本
に
初
め
て
持
ち
込
ま
れ

た
の
は
、
嘉
永
六
年
、
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に

来
航
し
た
と
き
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
初
の
製
造
販
売
は
、
長
崎
や
横
浜
な

ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
関
西

に
お
い
て
は
、
神
戸
外
国
人
居
留
地
の
シ

ム
が
、
最
も
早
く
ラ
ム
ネ
の
製
造
販
売
を

行
っ
た
人
物
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

Ａ
・
Ｃ
・
シ
ム
（Alexander Cameron 

Sim

）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
明
治

三
年
に
来
日
し
、
長
崎
居
留
地
で
薬
局
を

開
き
ま
す
が
、
す
ぐ
に
神
戸
に
転
じ
ま
す
。

神
戸
居
留
地
で
は
薬
種
商
レ
ウ
ェ
リ
ン
商

会
に
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
後
事

業
を
引
き
継
ぎ
、
シ
ム
商
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
主
に
医
薬
品
を
輸
入
販
売
し
、
香

水
、
石
鹸
な
ど
も
売
っ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
副
業
と
し
て
始
め
た
ラ
ム
ネ
製
造
が

有
名
に
な
り
ま
し
た
。
『
日
本
清
涼
飲
料

史
』
に
よ
る
と
、
シ
ム
商
会
が
ラ
ム
ネ
の

製
造
販
売
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
明

治
十
七
年
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
わ
ず
か
数
年
の
間
に
、
ラ
ム
ネ
は
庶
民

の
飲
み
物
と
し
て
急
速
な
普
及
を
み
せ
ま

す
。
英
国
製
の
瓶
に
詰
め
ら
れ
た
ラ
ム
ネ

の
ハ
イ
カ
ラ
さ
が
受
け
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
に
は
コ
レ
ラ
の
流
行
も
関
係
し

て
い
ま
し
た
。 

 

神
戸
に
お
け
る
最
初
の
コ
レ
ラ
流
行
は

明
治
十
年
で
し
た
。
以
降
、
毎
年
の
よ
う

に
患
者
を
出
し
、
そ
の
死
亡
率
も
非
常
に

高
い
も
の
で
し
た
。
神
戸
の
水
道
創
設
は

明
治
三
十
三
年
と
ま
だ
先
の
話
で
す
か
ら
、

当
時
の
人
々
は
飲
料
水
を
、
不
衛
生
な
井

戸
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
明
治
十
九
年
夏

の
コ
レ
ラ
大
流
行
で
は
、
神
戸
で
も
二
千

人
近
い
死
者
が
出
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

『
東
京
横
浜
新
聞
』
に
、
ガ
ス
を
含
有
す

る
飲
料
を
飲
む
と
コ
レ
ラ
病
に
な
ら
な
い

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
ラ
ム

ネ
の
売
れ
行
き
が
伸
び
た
と
い
い
ま
す
。 

同
年
七
月
二
十
日
の
『
大
阪
日
報
』
に
は

「
ラ
ム
ネ
払
底
コ
レ
ラ
流
行
の
お
蔭
」
の

見
出
し
で
「
神
戸
十
八
番
館
に
て
製
造
す

る
同
品
は
昨
今
既
に
払
底
を
告
げ
た
る
に

付
盛
ん
に
製
造
し
居
る
も
其
の
注
文
高
の

十
分
の
一
に
も
足
ら
ざ
る
程
な
り
」
と
記

さ
れ
、
生
産
が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
、

人
々
が
飲
料
水
と
し
て
ラ
ム
ネ
を
求
め
た

様
子
が
窺
え
ま
す
。
と
り
わ
け
シ
ム
の
ラ

ム
ネ
が
売
れ
た
の
は
、
他
の
業
者
よ
り
そ

の
味
と
品
質
が
優
れ
て
い
る
と
評
判
だ
っ

た
た
め
で
す
。
シ
ム
商
会
が
居
留
地
十
八

番
に
あ
っ
た
の
で
十
八
番
の
商
号
を
ラ
ベ

ル
に
附
し
た
こ
と
か
ら
「
十
八
番
」
は
優

良
ラ
ム
ネ
の
代
名
詞
と
も
な
り
ま
し
た
。

関
西
で
は
多
く
模
造
品
が
出
回
る
ほ
ど
で
、

粗
悪
品
に
十
八
番
の
ラ
ベ
ル
を
偽
造
貼
付

す
る
だ
け
で
、
ダ
ー
ス
十
五
銭
程
度
の
ラ

ム
ネ
が
四
、
五
十
銭
で
売
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
シ
ム
は
、
居
留
地
の
消
防
隊

長
と
し
て
の
活
躍
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
居
留
地
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
物
や

倉
庫
の
火
事
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
居
留
地
住
民
が
自
衛
の
た
め
、
米
・

英
二
隊
の
義
勇
消
防
隊
を
結
成
し
、
そ
の

英
国
隊
長
を
シ
ム
が
務
め

た
の
で
す
。 

 

十
八
番
の
シ
ム
商
会
か

ら
明
石
町
筋
を
は
さ
ん
だ

西
側
に
公
園
が
あ
り
、
そ

の
東
隅
に
火
の
見
櫓
が
あ

り
ま
し
た
。
シ
ム
は
日
夜
、

櫓
に
登
っ
て
見
張
り
に
努

め
ま
し
た
。
就
寝
時
に
は

枕
元
に
消
防
服
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
置
き
、
出
火
時

に
一
番
に
駆
け
つ
け
ら
れ

る
よ
う
準
備
し
、
ほ
と
ん
ど
の
火
災
に
出

動
し
た
と
い
い
ま
す
。
防
火
用
井
戸
の
設

置
な
ど
に
も
尽
力
し
、
こ
れ
ら
の
功
績
に

よ
り
、
居
留
地
返
還
後
も
居
留
地
内
に
お

い
て
市
の
消
防
組
を
指
揮
す
る
権
限
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
シ
ム
は
、
陸
上
競
技
や

ボ
ー
ト
競
技
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し

て
も
有
名
で
、
彼
の
提
唱
で
設
立
さ
れ
た

神
戸
レ
ガ
ッ
タ
＆
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

は
西
洋
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
を
神
戸
か
ら
全

国
へ
広
め
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
大
地
震
や

明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
な
ど
の
自

然
災
害
時
に
義
援
金
を
集
め
現
地
に
赴
く

な
ど
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
駆
け
と

も
い
え
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。 

明
治
三
十
三
年
に
腸
チ
フ
ス
で
亡
く

な
っ
た
翌
年
、
外
国
人
と
日
本
人
双
方
の

友
人
ら
が
彼
の
社
会
的
貢
献
を
讃
え
て
建

立
し
た
記
念
碑
は
、
今
も
東
遊
園
地
の
一

角
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
ま
す
。 
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顕彰碑 日本近代洋服発祥の地 
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